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左辺値が右辺値より小さければtrueを返す。
左辺値が右辺値以下ならばtrueを返す。

値が等しいかどうかを調べ等しければtrueを返す。
値が等しくないかどうかを調べ等しくなければtrueを返す。
左辺値が右辺値より大きければtrueを返す。
左辺値が右辺値以上ならばtrueを返す。

（例...　x %= y; は x = x % y;と同じ） 
（例...　x &= y; は x = x & y;と同じ） 
（例...　x |= y; は x = x | y;と同じ） 
（例...　x ^= y; は x = x ^ y;と同じ 

（例...　x += y; は x = x + y;と同じ） 
（例...　x -= y; は x = x - y;と同じ） 
（例...　x *= y; は x = x * y;と同じ） 
（例...　x /= y; は x = x / y;と同じ） 

左辺値と右辺値の両方がtrueならばtrueを返す。
左辺値と右辺値のどちらかがtrueならばtrueを返す。
値がfalseならtrueを、trueならfalseを返す。

右辺値を左辺へ代入する。
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/* ～ */ コメントを表記できる。
var 変数=代入式; 変数の設定をする。var指定しなければ、グローバル変数として扱われる。

if(条件){true時の処理}
　　else{false時の処理}

条件を満たした時に処理を行う。else以下は省略可能。

switch(式){case:値～break;
           　case:値～break;
           　default:～    ;}

式の内容と一致したときにcase以下を実行する。数値だけでなく文字列等も指定
可能。

for(変数=初期値;変数=繰り
返し条件;増減値){ 処理 }

繰り返し処理。
例）１０回繰り返す。for(i=0;i<10;i++){   }

for(変数 in 配列名){ 処理 } 配列の数だけ繰り返す。オブジェクト名を指定しても良い。
例）for( i in hairetsu){   }

do{ 処理 }while(条件) 条件を満たしている間繰り返しを行う。
例）do{   }while(i<=10)

while(条件){  } 条件を満たしている間繰り返しを行う。
例）while('pw'!=pass){　}

break; 繰り返し処理から抜け出す。

alert("～"); ～の部分が文字列として、注意書きダイアログに表示される。
confirm("～"); ～の部分が文字列として、確認ダイアログに表示される。その後、ＯＫをクリックすれ

ばプロパティにtrueがキャンセルならばfalseという値が代入される。
例）p=confirm(“男ですか？”);
この場合でＯＫをクリックすると、変数ｐにはtrueという値が代入される。

prumpt("○○","××"); ○○が文字列として入力ダイアログに表示される。××の部分は最初からその
フィールドに表示される文字列。省略するとダイアログ表示時には何も表示されな
い。変数に入力の値を代入できる。

function 関数名(){ 処理 } 一連の処理を関数化する。同じ名前のものが定義されたときは、後から定義され
たほうが有効になる。

return(); 関数の戻り値を指定できる。数値だけでなく文字列等も返り値として使用できる。

new オブジェクト名 新しいオブジェクトを作成できる。標準で作成できるオブジェクトは以下の通り。
  Date() 日付オブジェクト
  Math() 数値演算オブジェクト
  navigator() ナビゲーターオブジェクト
  history ヒストリーオブジェクト
  Array() 配列オブジェクト
  Function() 関数オブジェクト
  Number() 数値オブジェクト
  String() 文字列オブジェクト
  Image() 画像オブジェクト

関数関数関数関数

オブジェクト類オブジェクト類オブジェクト類オブジェクト類

命令全般命令全般命令全般命令全般

条件分岐条件分岐条件分岐条件分岐

繰り返し繰り返し繰り返し繰り返し

ダイアログオブジェクトダイアログオブジェクトダイアログオブジェクトダイアログオブジェクト


